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Abstract: A female of Ambyomma 


testudinarium Koch, was removed with a razor 


from the hind side of a femur of a 63-year-old woman who lived in Nagasaki City. The 


tick body, excluding the capitulum, was 2.1 cm in length and 1.8 cm in width. The tick 


Jaid 1456 eggs after having been removed from the femur. 
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(に 


は じ め 


タカ サ ゴ キラ ラマ ダニ Ambyomma testudinarium 


Koch, 1844 は 東南 アジ ア か ら , 日 本 に か け て 広 
分布 し , ウマ , ウシ 。 ブタ, イズ な どの 家 束 の 


ほか に , 鳥類 , 屈 虫 類 な ど 和 宿主 を 選ぶ 範囲 が 広く , 
時 と し て ヒト に も 寄生 する と いわ れ て いる て ( 影 井 , 
木 畑 , 1974 ; 上 村 , 近藤 , 1977 : 
al., 1960 : 北岡 , 鈴木 , 1974 : 木船 , 引 削 , 
田中 ほか , 1960 : 長 花 , 松尾 , 1962 : 
1971 : 山本 ほか , 1976). 我々 も 本 種 ダ ニ 
の 人 体 寄生 例 に 遭遇 し た の で , 長崎 県 で の は じ め て 
の 記録 と し て 報告 する . 
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症 例 
患者 : 63 才 , 主婦 , 初診 : 昭和 53 年 7 月 5 日 . 家 
族 歴 及び 既往 歴 : と も に 特記 すべ きこ と な し . 
現 病 歴 : 6 月 3 日 より 2 日 間 別 府 に 旅行 し た . 6 


月 10 上 日頃 よ り 右 大 腸 後 側 た イボ の よう な も の が ある 
の に 気付 き , 再々 手 で 触れ て いた . その 後 作 々 に 大 
きく な っ た の で , スピ ル 内 を 眉 付 し た が 取れ ず , さき 
ら に 大 きく な っ た . 7 月 4 日夜, イ ポ よう の 物体 を 
カミ ソリ の 刃 で 切除 し た 折 に , これ が 動き 出し 驚い 
て 翌朝 , 基 外科 に 来院 し , 著者 の 1 人 で ある 山崎 が 
診察 した. 

ee ダニ の 放 0 
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淡 黄 色 ベ ラグ 状 の , 化 腹 し た ょ うな 状態 で あっ た . 
その 周囲 は 手 挙 大 の 充血 発赤 を 呈 した. 

治療 及び 経過 : 切除 部 を 入念 に みた が , ダニ の ロ 
栓 らし き 部 分 は 発見 され な か っ た の で , 清 拭 創傷 処 
置 し た と ころ , 4 , 5 日 で 治癒 し た . 血液 一 般 検査 
で は , 白血球 数 7,700, 赤血球 数 349 万 , 好 酸 球 の 増 
加 も み ら れ ず , 谷 箇 も な か っ た . 

摘出 され た ダニ : 寄生 し て いた ダニ の 口 器 は す で 
に と れ て お り , 体 色 は 淡 黄 色 で , 大 き さ は 胴 長 
2.1cm, 胴 幅 1.8cm で あっ た . 本 ダニ は 背 甲 板 の ェ エ 
ナメ ル 斑 の 模様 や 気 門 の 形態 等 か ら 著 者 の 1 人 で あ 
る 北岡 に より タカ サ ゴ キラ ラマ ダニ Ambyomma 
testudinarium Koch,、1844 の 雌 成 虫 と 同定 され た . 
産卵 状況 と 生存 期間 : 7 月 4 日 に 摘出 きれ た ダニ 
を 腹 高 シャ ー レ に 入れ て 25?C で 保存 し て お いた と 
こと ころ, の 月 31 目 に は 産 加 も だ た 。 したがって, この ダ 
ニ の 吸 析 し て 産卵 する まで の 期間 は 27 日 以上 と か な 
り 長 いと 推測 され る . 次 に 産卵 開始 後 , 毎日 産卵 数 
を 数 えた (第 1 図 ). 産卵 数 は 産卵 開始 し て か ら 1 
~ 3 日 後に 非常 に 多く , その 後 徐々 に 減少 し , 9 日 
め に は 産卵 せ ず , 10 日 め (8 月 9 日) に 死亡 した. 
し た が っ て , この ダニ は 切除 後 36 日 間 生 存 し た こと 
に な る . 
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Fig. 1l. Daily changes in number of eggs 
laid by a fed female of 
Amblyomma testudinarium at 25°C. 


考 察 


わが 国 に お ける タカ サ ゴ キラ ラマ ダニ の 人 体 寄 生 
例 に つい て は 7 例 の 報告 が ある ( 影 井 , 木 畑 , 1974: 


上 村 , 近藤 , 1977 ; Kawashima et al., 1960 : 
木船 弓削, 1972: 田中 ら , 1960: 長 花 , 松尾 , 
1962 : 山本 ら , 1976). これ ら の ダニ は 肉 と 若虫 で , 
雄 の 寄生 例 は まだ 報告 きれ て いな い . これ は 雌 と 若 
虫 は 長 時 間 か か っ て 吸血 する が , 雄 は 短 時 間 に 吸 血 
し て 寄主 よ り 離 れ や すい た めで あろ うと 思わ れる ・. 
本 種 ダ = の 産卵 数 に つい て は あま り 報 告 さ れん て い 
な い . 今回 の 観察 で は , 産卵 数 は 1456 個 で あっ た 
が , 30,000 個 以上 も 産卵 され た 例 (北岡 , 未 発 表 ) 
ょ 比べ れ ば ご く 少 な い . この よう な 変異 差 に 及ぼ す 
第 一 の 要因 は 吸血 量 の 多少 で ある が , 本 個体 は ロ 下 
片 が 切除 され た 際 に 破損 し , また 未 受 精 で ある た め 
に , 不 十分 な 数 し か 産卵 し て いな いも の と 考え られ 
る . 
摘出 され た ダニ は 切除 後 36 日 間 と 長期 間 生 存する 
こと が わか っ た . 同様 の こと は 田中 ほか (1960) 及 
び 長 花 , 松尾 (1962) に よっ て も 報告 され て いる . 
上 に 述べ た 既報 の 本 種 ダ ゲー の 寄生 を 受け た 患者 の 
うち , 1 人 は 婦人 で その 感染 経路 は 明らか で は ない 
が , の こり 6 人 は 農林 業 に 従事 する 男子 と 男子 学生 
で , どの 場合 も 山野 に 入っ て ダ = ニ の 吹 着 を 受け た と 
考え られ て いる . 今回 の 患者 は 老 令 の 婦人 で 山野 を 
ある く < 習慣 も な く , イヌ , ネ ュ 及び トリ な どの ペッ 
ト も 飼っ て いな い が , ダニ の 寄生 に 気付 く 数 日 前 に 
別府 に 旅行 し て こおり, この間 に 野外 で ダニ の 寄生 を 
受け た 可能 性 が 高い と 推測 され る . 
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摘 要 


長崎 市 内 に 在住 し て いる 63 才 の 婦人 の 右 大 服 部 に 
寄生 し て いた ダニ を 切除 し た と ころ , この ダニ = は 
タカ サ ゴ キラ ラマ ダニ Amblyomma testudinarium 
Koch, 1844 の 雌 で ある こと が わか っ た . この 雌 ダ 
= は 切除 後 27 日 めか ら 8 日 間 に わ た り , 合計 1456 個 
の 卵 を 生ん で 死亡 し た . 
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